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1．登録単位の拡大

項目 これまで これから

登録単位
団体単位

（自治体・法人の組織につき1登録）
支店・部署単位での登録が可能

アカウント追加 登録済みアカウントから追加可能

運用・管理 登録している団体ごと 登録した支店・部署ごと

• すでに団体単位で登録済みのアカウントは、引き続き利用可能
• 新たに登録する場合、団体単位もしくは所属する支店・部署単位のいずれかを選択可能
• メンバー追加は、団体もしくは支店・部署いずれか登録済みのアカウントから可能

（メンバー追加）

企画課 鈴木 スミコ
福祉課 山本 ハルカ
福祉課 高橋 ジュン

組織の運用方法に応じて柔軟に登録することができます

（登録団体）

モデル市
（申請者:代表アカウント）

企画課 田中 シンヤ

これまで

（登録団体）

モデル市 企画課
（申請者:代表アカウント）

企画課 田中 シンヤ

（登録団体）

モデル市 福祉課
（申請者:代表アカウント）

福祉課 山本 ハルカ

【以下のような課題を解消できます】

・代表アカウントで違う部署の人のアカウントの管理・登録までしなければいけない・・・

・関係がない部署の人にも通知がいってしまう・・・関係ない通知がたくさん来る・・・

これから

１団体１アカウントのみ １団体で複数アカウント保持可能に

ひとつのアカウントに
異なる部署や支店のメンバーが

混在している！！！

（メンバー追加）

企画課 鈴木 スミコ
（メンバー追加）

福祉課 高橋 ジュン
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２．共通課題を結ぶ”ウチも！”ボタンの新設

自
治
体
の
画
面

民
間
事
業
者
の
画
面

➢ すでに登録されている課題に対して、「ウチも！」と手を挙げることで、企業からの提案相乗りが可能に

小規模や人的リソースの割けない自治体でも利用しやすく

スタートアップ等のこれから事業を広げたい事業者が一括で提案できる利便性の確保

自地域と同様の課題が掲載されていれば”ウチも！” をクリックするだけで事業者からの
提案に相乗り可能！忙しくて課題登録まで手が回らなくても、提案を受けられる

“ウチも！”の数だけ自治体が
同じ課題を抱えている！

手を挙げた自治体に同時提案が可能！需要の広がりがわかり、提案の促進に
※「スタートアップ等から公共調達を行う場合の知的財産の保護及び調達の工夫に関するガイドライン」
（https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/startup0/guideline.pdf）を参照する旨の
注意喚起を図ることで提案内容の外部情報漏洩の防止にも努める

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_gyozaikaikaku/startup0/guideline.pdf
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